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北
鎌
倉
か
ら
建
長
寺
の
少

し
手
前
、
道
路
か
ら
階
段

を
少
し
上
が
る
と
静
寂
の

世
界
、
長
寿
寺
が
あ
り
ま

す
。
足

あ
し
か
が利

尊た
か

氏う
じ

の
邸
跡
に

１
３
３
６
年
（
建
武
３
）
尊

氏
没
後
、
父
の
菩
提
を
弔
う

為
、
初
代
鎌
倉
公
方
足あ

し
か
が利

基も
と

氏う
じ

に
よ
っ
て
建
立
、
七

堂
伽
藍
を
備
え
た
名
刹
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
苔
庭
の
中

央
に
は
風
情
あ
る
茅
葺
の
観

音
堂
が
あ
り
、
今
回
の
御
仏

は
堂
内
に
あ
る
聖
観
世
音
菩

薩
立
像
で
す
。

　
親
し
く
和
尚
さ
ま
に
観
音

堂
に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
お

話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
建
長
寺
塔
頭
と
し
て
知
ら

れ
た
長
寿
寺
で
す
が
、
大
正

時
代
頃
に
は
寺
は
困
窮
、
荒

廃
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
時
代
に
縁
あ
っ
て

中な
か
じ
ま島

真ま
さ

雄お

（
１
８
５
９
―

１
９
４
３
年
）（
近
代
日
本

の
寺
院
も
苦
労
が
多
い
時

代
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

１
９
２
０
年
（
大
正
９
）

大や
ま
と和
園お
ん
じ
ょ
う
じ

城
寺
（
奈
良
市
）

で
は
多
宝
塔
が
老
朽
化
し
取

り
壊
さ
れ
売
り
に
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
中
島
は
知
り
、

買
い
取
り
改
造
移
築
。
堂
は

新
た
に
長
寿
寺
に
命
を
吹
き

返
し
ま
し
た
。

　
堂
内
の
聖
観
音
は
中
島
が

中
国
で
手
に
入
れ
た
と
さ
れ

長
寿
寺
・
聖
観
音
菩
薩
立
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（130)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

る
、
か
な
り
古
い
時
代
の
も

の
で
、
右
手
に
小
鳥
を
の
せ

微
笑
ん
で
見
え
る
お
姿
は
海

を
渡
り
日
中
友
好
を
願
っ
て

お
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。

　
の
ち
に
、
中
島
は
浄
智
寺

な
ど
多
く
の
寺
を
復
興
し
ま

し
た
。
観
音
堂
の
傍
ら
に
は

「
不ふ

た
い退
」
と
中
島
の
信
念
が

刻
ま
れ
た
墓
が
建
ち
、
長
寿

寺
で
は
毎
朝
、
中
島
の
戒
名

「
不
退
院
殿
興
亞
真
雄
大
居

士
」
と
読
み
上
げ
お
勤
め
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
像
高
１
１
１
・
５
㎝
。
像

の
詳
細
は
不
詳
。

の
対
中

国
教
育
・

新
聞
事

業
「
満
州

日
報
」
創

立
者
）
氏

は
長
寿
寺

の
復
興

を
始
め

ま
す
。
当

時
は
ど
こ

の
75
％
が
公
費
で
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
残
り
は
、

材
自
連
の
繰
越
金
と
、
材
木

座
11
自
治
会
１
世
帯
当
た
り

３
千
円
を
募
っ
た
。
法
人

な
ど
か
ら
も
寄
付
が
寄
せ

ら
れ
、
こ
れ
ら
が
総
工
費

２
９
０
０
万
円
に
充
当
さ
れ

た
。

　
主
な
改
修
は
、
震
度
６
強

に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
２
階
を

支
え
る
四
隅
の
通
し
柱
の
補

強
、
床
下
の
柱
が
乗
っ
て
い

る
鎌
倉
石
の
敷
石
と
別
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
の
設
置
、

２
階
窓
の
面
積
を
縮
小
し
風

へ
の
補
強
。
使
い
勝
手
を
よ

く
し
多
機
能
ト
イ
レ
を
２
カ

し
、
材
自
連
は
「
建
て
替
え

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
１
８
年
に
は
組
織
を
社

団
法
人
化
し
て
、
建
物
を
保

存
登
記
す
る
な
ど
環
境
整
備

に
も
努
め
た
。
行
政
に
相
談

を
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
歴

史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る

と
し
て
２
０
２
０
年
８
月
に

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
た
た
め
、
建
て
替
え

工
事
を
「
大
改
修
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
切
り
替
え
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
耐
震
診

断
、
補
強
設
計
、
工
事
費
用

　
材
木
座
公
会
堂
（
鎌
倉
市

材
木
座
４
丁
目
）
の
大
規
模

改
修
工
事
が
完
了
し
て
、
４

月
か
ら
使
用
が
開
始
さ
れ

る
。

　
同
公
会
堂
は
１
９
１
８

年
（
大
正
７
）
に
、
地
域
の

た
め
の
講
堂
、
防
災
・
防

火
拠
点
と
し
て
住
民
の
寄

付
を
募
っ
て
建
設
。
木
造

２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積

１
１
８
・
２
３
㎡
。
玄
関
に

残
る
寄
付
者
銘
板
に
は
総
勢

３
３
３
人
の
氏
名
と
寄
付
額

が
記
さ
れ
て
い
る
。
寄
付
総

額
５
４
４
８
円
は
現
在
の
価

値
で
５
千
万
円
以
上
に
な
る

と
い
う
。

　
地
元
の
宮
大
工
に
よ
る
施

工
で
、
一
間
ご
と
に
柱
が
並

ぶ
実
質
的
で
丈
夫
な
造
り
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
関
東
大

震
災
時
、
周
り
の
民
家
な
ど

が
崩
壊
す
る
中
、
損
傷
は
軽

　
マ
ス
ク
着
用
に
関

し
て
、
厚
生
労
働
省

か
ら
「
令
和
５
年
３

月
13
日
以
降
、
個
人

の
主
体
的
な
選
択
を

尊
重
し
、
着
用
は
個
人
の
判

断
に
委
ね
る
こ
と
」
と
な
り

ま
し
た
▼
よ
う
や
く
マ
ス
ク

生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
花

粉
症
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
鼻
に

詰
め
た
状
態
で
生
活
を
す
る

こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で
と
は

異
な
っ
た
理
由
で
マ
ス
ク
が

手
放
せ
な
い
日
々
が
続
い
て

お
り
ま
す
▼
コ
ロ
ナ
禍
で
は

マ
ス
ク
着
用
に
伴
っ
て
口
紅

の
売
上
が
減
少
し
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
そ
の
売
上
も
復

活
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
▼
し
か
し
、
個
人
的
に

期
待
し
て
い
る
こ
と
に
、
タ

バ
コ
の
吸
い
殻
以
上
に
目

立
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
道
端

に
落
ち
て
い
る
「
使
用
済
み

マ
ス
ク
」
の
ゴ
ミ
が
少
な
く

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。
　
　（
Ｎ
）

　
▼
若
宮
例
祭
　
３
日
10

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
旗
上
弁
財
天
社
例
祭
　

５
日
11
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
銭
洗
弁
財
天
宇
賀
福
神

社
中
祭
　
５
日
10
時
式
典
、

11
時
神
楽
、
狂
言
。

　
▼
初
巳
例
大
祭
　
５
日
10

時
神
事
の
み
。
江
島
神
社
。

　
▼
釈
迦
如
来
立
像
開
扉
・

忍
性
塔
公
開
　
７
日
11
〜
16

時
、８
日
10
〜
16
時
極
楽
寺
。

　
▼
灌
仏
会
（
花
祭
り
）

８
日
各
寺
院
。

　
▼
丸
山
稲
荷
社
例
祭
　
９

日
10
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
千
部
会
　
13
日
13
時
法

話
、
14
時
法
要
。
妙
本
寺
。

　
▼
源
頼
朝
公
墓
前
祭
　
13

日
10
時
半
、
頼
朝
の
墓
。

　
▼
鎖
大
師
正
御
影
供
大
祭

　
15
日
11
時
御
開
帳
、
14
時

稚
児
行
列
・
法
要
。
青
蓮
寺
。

　
▼
鎌
倉
ま
つ
り
　
16
日
14

時
、
流
鏑
馬
の
み
。

　
▼
武
内
社
例
祭
　
21
日
10

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
義
経
ま
つ
り
　
21
日
法

要
の
み
。
満
福
寺
。

　
▼
昭
和
祭
　
29
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

4月

１
０
０
年
の
時
を
経
て

材
木
座
公
会
堂
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

孤
独
・
孤
立
対
策
を
官
民
連
携
で

鎌
倉
市
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
準
備
会

微
で
、
被
害
者
救
済
な
ど
の

拠
点
に
。
戦
時
中
は
警
防
団

の
発
足
式
、
出
征
兵
士
の
壮

行
会
や
生
活
物
資
配
給
所

に
、
戦
後
は
選
挙
の
投
票
所

や
公
会
堂
と
し
て
活
用
さ
れ

た
。

　
土
地
は
五
所
神
社
の
借
地

権
、
建
物
は
１
９
６
６
年
に

材
木
座
11
自
治
体
で
構
成
す

る
材
木
座
自
治
連
合
会
（
材

自
連
）
が
五
所
神
社
か
ら
運

営
・
管
理
を
引
き
継
ぐ
。

　
２
０
１
６
年
ご
ろ
か
ら
耐

震
強
度
な
ど
の
懸
念
が
増

正面入り口＝屋根下に当時
のままの「材木座公会堂」
の額、角・輪の紋章

外
壁
を
杉
板
に
、
東
側
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
入
り
口

所
に
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で

建
物
裏
側
に
入
場
口
の
新
設

ほ
か
、
屋
根
の
ふ
き
替
え
、

外
壁
の
張
替
え
な
ど
。

　
内
部
の
天
井
の
一
部
を
外

し
て
隠
れ
て
い
た
マ
ツ
の
大

木
の
通
し
柱
や
泥
壁
を
表
出

し
た
の
は
見
せ
場
。
台
所
の

シ
ン
ク
や
押
し
入
れ
の
ブ
リ

キ
張
り
な
ど
も
残
る
。

　
材
自
連
の
渡
辺
英
昭
会
長

は
、「
み
ん
な
が
集
ま
れ
る

交
流
の
場
、
活
動
拠
点
は
再

生
で
き
た
が
、
地
区
社
協
の

活
動
の
場
や
津
波
避
難
場
所

の
確
保
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
自

治
体
の
課
題
は
残
っ
て
い

る
」
と
話
し
て
い
る
。

　
鎌
倉
市
は
、
国
の
方
針
を

受
け
、「
ひ
き
こ
も
り
」や「
ケ

ア
ラ
ー
」
と
い
っ
た
市
民
の

孤
独
・
孤
立
の
状
況
の
把
握

や
解
決
に
向
け
、地
方
版「
か

ま
く
ら
孤
独
・
孤
立
対
策
官

民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
る
た
め
、

２
月
27
日
民
間
事
業
者
ら
と

第
１
回
の
準
備
会
を
み
ち
テ

ラ
ス
（
鎌
倉
市
大
船
）
で
開

い
た
＝
写
真
。

　
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
は
、「
誰

も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く

生
き
る
社
会
を
目
指
す
と
い

う
条
例
の
も
と
、
今
年
１
年

か
け
て
官
民
連
携
の
体
制
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
。
参
加
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
積
極
的
に
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　
今
後
10
月
ご
ろ
ま
で
を
め

ど
に
準
備
会
を
数
回
開
き
、

11
〜
12
月
に
参
加
団
体
を
募

集
し
、
２
０
２
４
年
２
月
末

ご
ろ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

取
り
組
み
を
実
施
す
る
。


